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【はじめに】
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2023 年 2 月、Red Hat はRed Hat パートナー サブスクリプション プログラム(RHPS)を発表し、現在の NFR 
(非再販) サブスクリプションとさまざまな開発者向けサブスクリプション プログラムの提供が統合・簡素化
および強化された、新しいプログラムになりました。
これまで Red Hat パートナーは、既存のサービスの中で様々なサブスクリプション (NFR、開発者サブスク、
有料の開発者サポート サブスクライブ) から選択する必要があり、オファリングの個別の性質が明確でないため、パートナーの
エクスペリエンスは複雑であり、効果的に使用するのに不便でした.
 
RHPSはパートナーのイネーブルメント エクスペリエンスと、Red Hat のすべての製品を使用する能力を大幅に
簡素化するように設計されています。RHPSの提供により、プロセスが SKU の小さなサブセットに合理化され、
包括的で十分に文書化された一連のユースケースがサポートされるため、パートナーは Red Hat とのビジネスを
より簡単に行うことができます。
この新しいプログラムを提供することで、パートナー は業界内での競争力をさらに高めることができます。

RHPSにより、Red Hat パートナーは、ソフトウェア開発、個別テスト、社内トレーニング、デモ、概念実証などに Red Hat ソフト
ウェア製品を無料で利用できます。 Ready、Advance、Premier、および技術パートナーは、限定的な無料の Red Hat サポート
と、Red Hat ストアから購入できる追加のサポート オプションを利用することができます。

● MW02049: Red Hat Partner Subscription (500 ノード)
● MW02040: Red Hat Partner Subscription サポート、Standard (5 連絡先) - $5,000 / 5 連絡先
● MW02039: Red Hat Partner Subscription サポート、Premium (連絡先 5 件) - $10,000 / 連絡先 5 件



RH パートナー サブスクリプションを通じて入手可能な製品
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すべてのパートナーは、無料の 500 ノードのSelf Support Partner Subscriptionにアクセスできます。パートナーは、 
5 つの連絡先に対して無料の標準サポート サブスクリプション ( MW02040 ) も受け取ります。パートナー サブスクリプ
ションでは、合計 500 個の有効な RH 製品を使用できます (それぞれ 500 個ではありません)。すべてのサブスクリ
プションは 1 年間有効です。

対象となる Red Hat 製品のリストを以下に示します。 Red Hat パートナーのサブスクリプションには、すべての製品バージョン、バリアント、アーキテクチャ、およびベー
タが含まれています。製品のライフ サイクルについては、 Red Hat カスタマー ポータルのProduct Life Cyclesを参照してください。 
  
ハイブリッド プラットフォーム 
• Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes 
• Kubernetes 向けの Red Hat Advanced Cluster Security 
• Red Hat Openshift® Container Platform 
• Red Hat Openshift® Dara Foundations 
• Red Hat OpenStack® Platform 
• Red Hat Quay® 
  
オートメーション 
• Red Hat Ansible® Automation Platform 
  
オペレーティング·システム 
• Red Hat Enterprise Linux 
• Red Hat Satellite 

アプリケーションサービス 
• Red Hat Application Foundations (Red Hat Integration を置き換
え、AMQ、AMQ Streams、Fuse、API Management、Red Hat Runtimes 
を含む) 
 
• Red Hat ランタイム (EAP、Web Server、Data Grid、 
  Quarkus、SSO を含む) 
• Red Hat JBoss® Enterprise Application Platform 
  
ストレージ 
• Red Hat Ceph® Storage (Red Hat® OpenStack® Platform ユース
ケースのみ) 

https://access.redhat.com/product-life-cycles


【Q&A】

Red Hat Internal – Not to be shared externally

4

いつ利用可能になりますか
RHPSは、2023 年 2 月に利用可能になり、パートナーは新しい NFR を要求できなくなります。 GA 後 3 か
月間は引き続き NFR の更新を利用できますが、有効期限が切れた NFR の更新通知が送信されると、
パートナーは RHPS を要求する機会が提示されます。 Red Hat パートナー サブスクリプションにより、パー
トナーは NFR を通じて使用したい製品を 1 つの RHPS SKU を介してダウンロードできるようになります。  

参加できる方
パートナー契約とパートナー  サブスクリプション条件に署名した  Red Hat パートナーは、パートナー特典とし
て RHPS 非再販ソフトウェア  サブスクリプションを受け取る資格があります。

組み込みパートナーは、アドオン サポートを購入する必要があります
Red Hat パートナー  サブスクリプション  GA により、新しい組み込みパートナーは、以前はパートナー  デベ
ロッパー サブスクリプションの購入が必要でしたが、 Red Hat パートナー  サブスクリプションのスタンダード
またはプレミアム  アドオン サポートを購入する必要があります。  GA より前に有効な組み込み契約は、パー
トナー デベロッパー  サブスクリプションの購入要件を維持します。



【参加方法】
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パートナーは、新しいアカウントを作成し、このアカウントの RHPS サブスクリプションを有効なユースケースに
利用できるユーザーに譲渡および/または要求することにより、サブスクリプションを使用できるユーザーを制限
できます。これは、パートナーと共有するベスト プラクティスです。  
  
組織管理者は、RHPS サブスクライブが存在するアカウントにログインし、RHPS サブスクを使用したいユー
ザーを招待する必要があります。これにより、招待されたユーザーが関連付けられているアカウントの混乱を最
小限に抑えることができます。招待されたユーザーは、招待の送信元のアカウントに自動的に関連付けられる 
RH ユーザー アカウントを作成するためにたどる必要があるリンクを受け取ります。以下のリンクは、アカウント
組織管理者がユーザーをアカウントに招待する方法について説明しています。  
  
ユーザーを追加するには、次の 2 つの方法があります。  
● [ユーザーを招待] リンクを使用して一度に 1 人以上のユーザーを追加する  
( https://access.redhat.com/articles/2352151 ) 
● 新規ユーザーのアカウントへの一括アップロード ( 
https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/createNewUsersCSV.html ) 

https://access.redhat.com/articles/2352151
https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/createNewUsersCSV.html


【参加方法】

Red Hat Internal – Not to be shared externally

6

RHPS 承認プロセスは、リクエストと更新で同じです

パートナーは、connect.redhat.com の画面からパートナー サブスクリプション(RHPS)に遷移して要求しま
す。 RHPSは一連の基準をチェックし、基準が満たされている場合、アカウントの最初のパートナー サブス
クリプションを承認します。承認の基準は次のとおりです。  
 
● パートナーは、アカウントのパートナー契約に同意している必要があります  

● パートナーは、アカウントの RH Partner Subs 利用規約に同意している必要があります  

● 要求者はアカウントの組織管理者である必要があります  

● アカウントにアクティブな RH パートナー サブスクがないか、アカウントのアクティブなサブスクが有効

期限から 30 日以内である  

● パートナー アカウントは、CCSPプログラムは含まれていません  

● リクエスタの電子メール ドメインに手動承認のフラグを立ててはいけません  

自動承認チェックに失敗した場合、パートナーはパートナー  アクセラレーション  デスクに誘導され、

ケースを提出します  



【申請手順】
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パートナー  コネクトのメニューまたはクイック  リンクから  
RH パートナー  サブスクリプションをリクエストできます。

1. connect.redhat.com からビジネス  パートナーとして
ログインします。

2. Sell メニューで  => 「Red Hat Partner Subscriptions」
を選択するか、ログイン  => Quick Links => 
「View/Request RHPS」を選択します。



【申請手順】
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RHPS ホームページがロードされ、「サブスクリプションのリクエスト」を選択します  



フォームに入力し、サブスクリプションのリクエストを選択 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注意：利用目的の選択肢に
「Troubleshooting / Customer Support」があり選択できる。
*RHPS対象外の利用用途です
選択してすすめると次ステップT&C後 Request Subsのこの画面に戻
り処理が完了できない。

【申請手順】



【申請手順】以下画面が出たら申請完了
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【完了通知メールが届きます】
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最近購入した以下のサブスクリプションはアクティブになり、すぐにアクセスできるようになりました。 *この情報を保存し
てください* 今後の参照またはこのアカウントでの追加購入のために。 
 
口座番号：xxxxxx 
契約番号 : xxxxxxxx 
 
アイテムの説明 : Red Hat パートナー サブスクリプション サポート、標準 (5 連絡先) 
数量 : 1 
サービス日 : 2023 年 x月x 日から 2024 年 x 月 x 日 
 
--> 今すぐサブスクリプションを開始してください: http://www.redhat.com/start 
--> カスタマー センターでサブスクリプションの詳細と Web サポート オプションを確認してくださ
い: http://access.redhat.com/subscriptions 
--> Red Hat の担当者と話す必要はありますか?お問い合わせ: http://www.redhat.com/contact 
 
注: あなたはこのアカウントの技術管理者としてリストされているため、この通知を受け取りました。メッセージが必要な
組織内の他のユーザーにこの通知を転送してください。サポートが必要な場合
は、 access.redhat.com/customerserviceに記載されている地域のカスタマー サービス担当者にお電話ください。 
 
アクティブなテクニカル サポート サブスクリプションをお持ちのお客様は、 https://access.redhat.com/supportで地域
の Red Hat テクニカル サポート エンジニアに連絡することで、技術的な問題のサポートを受けることができます。 
 
このメッセージは自動的に生成されました。 

http://www.redhat.com/start
http://access.redhat.com/subscriptions
http://www.redhat.com/contact
http://access.redhat.com/customerservice
https://access.redhat.com/support


【Subs付与後の見え方（User view）】
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Customer Portal->Subscription

Customer Portal->Subscription→RHPS(500nodes)



linkedin.com/company/red-hat

youtube.com/user/RedHatVideos

facebook.com/redhatinc

twitter.com/RedHat

Red Hat is the world’s leading provider of 

enterprise open source software solutions. 

Award-winning support, training, and consulting 

services make 

Red Hat a trusted adviser to the Fortune 500. 

Thank you
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